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「キーホルダーにキーを付けるのか，キーにキーホルダーを付けるのか」についての考察 
環境都市工学科 田安正茂 
１．はじめに 
 今年度，福井高専の総合情報処理センターでは，時間外使用届の制度がなくなりました．その経緯と
詳細については，本誌の紙面上に詳しく解説されると推察されるのでそちらをお読みいただくとして，
ここでは，それら情報処理センターの業務とは全く関係のない，情報処理技術とも全く関係のない話題
を展開する．センター広報に掲載する記事としては，「その他」に分類されるものである． 
筆者は昨年発行の広報で「三里浜の汀線変化量について」と題し，自身が行う研究の「砂浜の変化」
に関してデータの一部を紹介した．本年はその研究において，ある日の現地測量に向かう車中（片道１
時間）で展開された，ある疑問に対する考察と結論について報告する． 
 
２．疑問 
 現地測量に向かう車中において，いつものようにラジオ放送を聞いていたところ，ラジオのパーソナ
リティーが「キーホルダーにキーを付ける」とさらり発したのである．その何気ない一言に違和感を覚
え，その違和感について考えた結果，私の感覚では「キーにキーホルダーを付ける」であることに気が
ついた．「キーホルダーにキーを付ける」のか「キーにキーホルダーを付ける」のかは，「キー」を主体
とするのか「キーホルダー」を主体とするのかの違いかと思い，同乗者に疑問を投げかけた． 
君たちは「キーホルダーにキーを付ける」のか，それとも「キーにキーホルダーを付ける」のか？ 
 
３．「どちらが主体」は間違い 
 私の突然の問い掛けに対し，同乗者の２名は私が何を言っているのか分からない様子であったが，ラ
ジオのパーソナリティーの発言と私の感覚との違いについて説明すると，私の意図するところを掴んだ
様子であったが，「なるほど」との言葉からは明らかに「どちらでもよいではないか」という空気を感
じることが出来た．しかし，私はその空気に怯まず，そもそも「キーホルダー」の定義とは何かを考え
るよう促した．すると同乗者の内１名から携帯電話での検索結果として，「キーホルダーとは環状で鍵
を複数保持できるもの」との報告があった． 
 そう，つまりキーホルダーは key を hold するものであり，キーホルダーはキーを付けるものである．
キーホルダーにキーがジャラジャラとぶら下がっている状態はまさに，キーホルダーにキーが付いた状
態であって，キーにキーホルダーが付いた状態ではない．キーホルダーとキーの関係においては，どち
らが主体であるかというのは間違いで，「キーホルダーにキーを付ける」のが正しいのである． 
 では，なぜ私は「キーホルダーにキーを付ける」に違和感を覚えたのか．私のイメージするキーホル
ダーはキーと一対の関係であり，ジャラジャラとキーがぶら下がっているものではない． 
 
４．結論 
 私がキーホルダーとしてイメージしていたものは「キーアクセサリー」であり，「キーホルダー」で
はない．キーと一対の関係にあって，キーをジャラジャラとぶら下げる機能を有していないものはあく
までも「キーアクセサリー」である．したがって，キーとキーホルダーの関係においては，「キーホル
ダーにキーを付ける」が正解． 
さすがはラジオのパーソナリティー（環境都市工学科の卒業生）である． 
 
注）この掲載文は，あくまで筆者の一考察です．この考察に関するご意見等は受け付けておりません．あしからずご了承ください． 
